
さなめ寿劇場は、 かつて米子市淀江町内にあった芝居小屋 「戎座」 や

隠岐の島から譲り受けた 「寿座 （のちに寿劇場） を懐かしみながら

様々な芸能を楽しんでいただく企画です。

会　　場 入 場 料 ● 大人　800 円

● 小学生～高校生　400 円
　　※ 未就学児無料

米子市淀江文化センター、 米子市公会堂、

米子市文化ホール、 米子市児童文化センター
プレイガイド

令和 4 年度 米子市淀江文化センター市民交流事業 ・ とっとり県民カレッジ連携講座

米子市淀江文化センター
　大ホール　( さなめホール )
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さなめ寿劇場実行委員会

一般財団法人 米子市文化財団 [ 米子市淀江文化センター ]

　　☎ 0859-39-4050

米子市

主催 ・ お問い合わせ先

共　催 < 開館時間 > 9:00 ～ 22:00

< 休館日 > 毎週水曜日 ※祝日の場合は翌日、 年末年始 12/29 ～ 1/3

其之六 開場 
１３:３０～
開演
１４:００～１６:００

令和５年

1
14 ㊏

チケット発売
12 月 10 日

( 土 )



● 体調不良、37.5 度以上の発熱がある方は参加をご遠慮ください。
● マスクを着用し、咳エチケットにご協力ください。
● 客席、ホワイエでは、近距離や対面での会話など密集を避けてください。
● 今後の感染拡大状況によっては、内容を変更または中止させていただく場合があります。あらかじめご了承ください。

感染症拡大防止のために

其之六
プログラム・出演者紹介

令和5年 1月 14日 ( 土 )
米子市淀江文化センター　大ホール

ろ 淀江さんこ節夢舞隊

淀江さんこ節夢舞隊は、１１月に京都で開催された「京の伝統文化 “夢舞台”」に
鳥取県代表として出場した宇田川青少年育成会、淀江小学校郷土芸能クラブ、
米子白鳳高校郷土芸能部の合同チームです。郷土芸能「淀江さんこ節」の演奏、
銭太鼓、傘踊り、壁塗り踊りで皆様に元気と笑顔をお届けします。

は 米子城武者隊

絶景日本最強の城米子城　米子城武者隊参上！
米子城武者隊は、２０２２年元旦のイベント「新年明けまして米子城！」に
合わせて市民有志により結成されました。
奇しくも、その日の夜のテレビ番組で米子城が絶景最強の城に選ばれ、当初
２人だった隊員も２５人を超えるまでになり、米子城イベントや商店街の
土曜夜市、グランマルシェなどの地域イベントや各種メディアへの出演、
観光客のガイドやおもてなしなど、米子城の魅力を広め、米子の観光を盛り
上げようと精力的に活動を行っています。

に 落語 桂 文吾

１９３７年　京都市生まれ。
１４歳で五代目桂文吾に入門し、少年落語家として宝塚落語会、三越落語会、
京都の小屋などの高座に上がる。
２１歳の時、宝塚新芸座に役者として参加。
１９６５年に皆生ヘルスランドに就職。定年まで勤務した。
定年後の１９９５年から、三代目桂米朝の励ましを受け、再び落語家に正式に
復帰。
２０２２年６月から、桂小文吾改め、六代目 桂文吾を襲名する。

平成２７年、桂文吾さんが立ち上げ、福祉施設などで公演を重ねる。
今回の演目は、桂文吾作・演出の時代劇「若旦那の恋仁義」。
笑いあり、涙ありのステージをたっぷりとお楽しみください。
[ あらすじ ] 上方から米子に帰ってきた呉服屋の若旦那。土地の渡世人の親分に
　　「この米子の町は、昔、中村藩の横田内膳がお創りになった町。手前達の様な、
　　やくざな奴は、この町にはいらないんだョ。」と立ち回りになる。
[ 笑劇座メンバー ]　桂文吾、星乃さくら、月乃百合、宙なでしこ、千寿、花乃まり、
　　　　　　　　　 榊龍二、風乃あやめ、夢川研二朗、喜田えり子、ふう

い 桂文吾劇団　笑劇座

※ プログラムは変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
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